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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。
＜連絡事項＞

・勤務制限者の面談を、12日と13日で行う予定。該当者は、業務と調整して参加すること。

・職員旅行での希望するコースを、17日までに入力すること。

・本日、中村　茂様の通所利用に関する話し合いを、本人を交えて三浦PSWと実施している。通所からは、木村Nsが出席している。

＜利用者様情報＞

・高田　　マキ様～特定利用者様とのいざこざの他、「諸々の事情で精神的に疲れたから休みたい」「1ヶ月くらい距離を置けば良いでしょう」「盆過ぎまで休みたい」と話されている。当該利用者様の来所日以外で、通所するように提案している。

・下町　サン子様～本日、デイナイトケアを利用しているが、立ち上がりにも介助が必要な状態。現在、排泄を気にされており、昨日より腹痛を訴えていると青風荘スタッフから情報あり。本人は「(先月)24日から(便が)出ていない」と話されているが、腹部膨満は認められず、昨日まで本人からの腹痛の訴えも無かったとのこと。今後、本人への聴取やポータブルトイレの確認を通して、排泄状況を確認していく。

・小笠原 富治様～デイナイト利用中に、｢右膝が痛くて曲げられない｣と訴える事がある。痛みは3月頃からあったのこと。痛み軽減の為、ズックの中敷を5、6枚敷いて過ごしていたが、痛みは継続していた。本人は、｢(痛みがあるのは)ズックが安いから仕方ない｣としていたが、最近は以前履いていた穴の開いた古い内履きを使用している。新しい靴の購入を、本人と相談して検討していく。

・長瀬紘一郎様～お粥を作ってくれたお礼として、他利用者様に缶ジュースを購入し渡している。目撃したスタッフが、本人に物のやり取りについて行わないよう介入している。

＜利用者様事例検討＞

吉田　キクエ様（80歳）　千葉良Dr　統合失調症　合併症　老人性認知症

【治療歴】

青南病院に2度の入院歴

１回目：S44.7月～S44.10月　

２回目：S47.5月～H13.7月　　

青風荘入所、デイナイト利用　H13.7月～
【現在の状況】

· 身体機能･･･腰、膝、腕の痛みがある。エアロビクスを休むが、別プログラムへ参加し、活動性の維持を図っている。食事準備は積極的にできている。幻聴によるものか加齢によるものかは不明であるが、難聴気味で、ラジオを大音量で聞いている。

· 病状･･･1度目の入院は無為自閉の悪化、2度目の入院は被害妄想･独語･幻聴･不潔好褥による。デイナイトケアを利用し始めてからも、時折ニヤつきがあり、利用者様満足度調査において『電波を飛ばしていじめないで下さい』とのコメントが書かれるなど、症状は潜在化している状態。

· 体重･･･現在60.4ｋｇ(8月から3kg増)

【検討結果】

· 炊事を自主的･積極的に取り組むことから、本人の興味のあるもの、やってみたいと思えるものを積極的に取り入れる。

· 本人にとって楽しい生活、QOLの維持･向上がはかれるよう関わっていく（例えば園芸プログラムに誘うなど）。

【目標・治療計画】

長期：病状の安定、健康に気を付ける、継続した通所利用。
中期：①楽しみながら運動を行い、運動量を増やしていく。

②目標体重55kgに向け食生活を見直す。

短期：①プログラムに積極的に参加し、楽しみながら行う。

②間食の摂取量を振り返っていただき、量について一緒に考える。

計画：①プログラムの取り組み状況の観察をする。また、運動は動ける範囲の動きを声掛けする。

②間食の摂取量を振り返っていただき、摂取量について考える。
吉田　冨秋様（59歳）　安ヶ平Dr　アルコール性認知症

【治療歴】

八甲病院入院

1回目：H14.4月～H14.7月　

2回目：H15.3月～H15.6月

島田病院通院(期間不明)

青南病院入院

1回目：H15.12月～H16.3月　

2回目：H16.4月～H22.3月　　
【現在の状況】

· 軽度の認知症(記銘力低下)

· 体重の増加(68kg)

· 禁煙外来希望→本日、外来にて担当医に相談予定

· 幻覚、妄想状態は安定

· 易怒性･興奮･易刺激は安定

【検討結果】

· 出来る事を評価し、自己効力感を高める

· 偏食からくる、貧血や低カリウム血症などの身体疾患に気をつける

【目標・治療計画】

長期：周囲との調和を保ちながら、安定した生活を送る。

中期：①自分の病気、体調の変化について知る。

②自分の思っている事を言葉で表現できるようになる。

③食事の偏りがないか観察し、残食している場合は本人に助言･指導を行う。

短期：①体調の変化のきっかけは何かを理解する。

②何か不満に思う事があれば言葉で表現するようにする。プログラムで自分の考えを発言する。

③食事は食べ過ぎず、適度な運動を行う。65kgより増えないようにする。

計画：①自分の病状が変化する時はどのようになるのか振り返りを行う。服薬の必要性について説明する。

②自分の考えや思いを言葉で表現するように促す。興奮や他者との物のやりとりがあった場合は、行動の振り返りを行う。

③人が役割をみつけて行動していることを評価し、自己効力感を高める。

④体重増加傾向とならないよう、食事摂取状況の確認を行う。運動プログラムでは、自分のペースでも良いので大きな動きで行うよう声掛けしていく。

